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■ 研究課題名

有用物質・遺伝子・形質の探索と応用を目指した植物ケミカルバイオロジー研究

■ 研究の目的
　植物ホルモン機能制御剤を創製し遺伝子変異の代替として遺伝学に応用することにより、通常は困難が伴う多重変異体
と同等の変異体探索とその原因遺伝子解明を行い、いままで見逃されていた穀物栽培上有用な形質を与える新しい機能性
遺伝子を明らかにする。また、遺伝子の有用性（収量増加性、病害虫抵抗性）についてイネを用いて検証を行う。同時に、
創製した機能制御剤を新しい概念・利用法を有する新規植物生長調節剤への開発可能性を高める。

■ 研究項目・実施体制（◎は研究代表者）
①植物ホルモン機能制御剤の創製と遺伝学への応用
　（研究分担者：◎浅見　忠男、中嶋正敏／東京大学大学院農学生命科学研究科）
②ブラシノステロイド（BR）情報伝達機構のケミカルジェネティクス研究とイネへの応用研究
　（中野雄司、藤岡昭三、瀬戸秀春／理化学研究所・基幹研究所・生体膜研究室）
③植物ホルモン関連新規遺伝子のイネにおける機能解明と有用性の検討
　（研究分担者：森　昌樹／農業生物資源研究所・耐病性作物研究開発ユニット）

■ 研究の内容・主要な成果
①植物ホルモン機能制御剤（ストリゴラクトン（SL）生合成阻害剤、SL ミミック、ジベレリン（GA）受容体阻害剤、GA ミミッ

ク）を創製するとともに、植物ホルモン機能性制御剤に対して非感受性の変異体を単離しその原因遺伝子を同定した。
②シロイヌナズナ BR 情報伝達変異体の原因遺伝子（８種の BIL) の単離、BR 情報伝達機能の解明およびシロイヌナズナ

bil 遺伝子群のイネにおける有用形質を確認した。
③イネ BR 関連６遺伝子の機能を解析するとともに、BR シグナル制御によるイネ種子の大粒化及び 100 粒重の増大、また、

ストリゴラクトン生合成阻害剤のイネにおける有用性を実証した。

■ 今後の展開方向・見込まれる波及効果
　創製した植物ホルモン機能制御剤そのもの、そして化合物の利用により得られる遺伝子を単独もしくは化合物と協調的
に用いること、新たに得られつつある BIL 遺伝子群を複数種形質転換したイネの作出、他の作物へも形質転換を行うこと
により、植物生産力を高める新しい技術の開発が可能となる。また本研究で用いた、BR シグナル制御による大粒化技術は、
今後、種々の穀物に利用できる可能性を有する。
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■ 研究成果の具体的図表
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